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【歳出総額】１６６億４８４３万３５５６円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成29年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１７７億８１６１万９７１１円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日、25日、26日開催）

市税 
56 億 893 万円
31.5%(0.6%)

地方交付税 
38 億 108 万円 
21.4%(-5.4%)

国庫支出金 
22 億 8550 万円
 12.9%(-1.5%)

市債 
18 億 5060 万円 

10.4%(-0.1%)

県支出金
 11 億 8406 万円

6.7%(7.8%)

その他 
21 億 9088 万円 

12.3%(7.4%)繰越金 
8 億 6054 万円 
4.8%(39.5%)

民生費
 58 億 4466 万円

35.1%(2.0%)

公債費 
21 億 6305 万円

13.0%(7.3%)
総務費 

20 億９万円
12.0%(-9.8%)

衛生費
 10 億 1767 万円

6.1%(7.5%)

土木費 
18 億 5820 万円
11.2%(-0.5%)

教育費 
16 億 3374 万円
9.8%(-18.5%)

消防費 
10 億 3507 万円

6.2%(24.2%)

その他
 10 億 9592 万円

6.6%(15.8%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
水産振興事業のワカサギふ化125万8000円の内容は

霞ヶ浦北浦水産事務所、漁業協同組合で実施して
おりますワカサギのふ化放流事業に霞ヶ浦沿岸の
市町村が補助しているものと、水産加工特産品キャ
ンペーン事業補助金として霞ヶ浦北浦水産加工組合
へ補助金として支出しており、かすみがうら祭やあ
ゆみ祭りで水産加工品のＰＲ活動を実施しておりま
す。

図書館の来館者数確保のため、何らかの対策はし
ているのか
夜間仕事帰りの方が利用できる環境として、平成
30年度より毎週水曜日と金曜日の閉館時間を２時
間延長し午後８時までとしました。

市民参画事業の市政懇談会の参加人数は

平成29年度は中学校区ごとに１カ所ずつ、合計３回
実施し、霞ヶ浦中地区で26人、下稲吉中地区で19人、
千代田中地区で14人、合計で59人参加いたしました。

中学校部活動支援事業の支出が大幅に増えた原因は

平成29年度については霞ヶ浦中学校を筆頭に非常
に優秀な成績を残していただきました。全国大会、
関東大会出場バスの借り上げ料について、支出が
増えております。

やまゆり館の健康づくりコーナーの利用者数につい
て平成29年度の利用者が前年度に比べ減った原因は
ランニングマシーンが経年の劣化により修繕中で
あったことが要因と思われます。

▲かすみがうら祭での水産加工品PR

▲市政懇談会の様子
　（千代田公民館）

▲霞ヶ浦中学校

▲市立図書館（あじさい館内）

▲ランニングマシーン（やまゆり館）
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※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成29年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１０９億９１８５万１９８５円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１０７億８３５５万７８０３円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計の決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 53億2185万円(-8.0%) 53億1079万円（-8.2%）

後期高齢者医療特別会計 7億4329万円（ 6.1%） 7億3644万円（ 5.5%）

下水道事業特別会計 11億3668万円（ 3.8%） 11億1772万円（ 4.3%）

農業集落排水事業特別会計 4億4207万円（-0.3%） 4億3055万円（-1.0%）

介護保険特別会計 33億4796万円（ 2.8%) 31億3163万円（-2.0%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 9億8117万円(-1.5%) 9億3855万円(-0.4%)

水道事業会計資本的収支 2億7730万円(96.5%) 5億5794万円(15.6%)

決算審査特別委員会
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
下水道維持事業にある管路マンホール業務委託の内容は

土浦・千代田工業団地内の雨水管が設置されてから50年が
経過しており、老朽度および土砂等の体積の状況調査とし
て、全線の管路においてカメラ、目視など調査を行ったも
のです。

農業集落排水事業と公共下水道を統合する計画の
進捗状況は
機能診断を行ったうえで農林水産省との協議、手
続き事業計画の変更等を段階を踏んでの接続工事
となります。まずは土田処理場を公共下水道に統
廃合する予定で今後も進めていく予定です。

水道事業における給水人口が減少傾向にあり、給水
戸数が増加傾向にある理由は
本市の人口減少にあわせて給水人口も減少傾向にあ
りますが神立周辺地域の宅地開発などにより給水戸
数はふえております。戸数に対して人口がのびない
のは、各世帯における核家族化が進んでいるものと
思われます。

国民健康保険の出産育児一時金の不用額が多いよう
だが原因は
過去３年間の平均件数で予算を計上しておりました
が、実績は23件でした。考えられる要因としては、
被保険者の年齢層が高くなっていることが挙げられ
ると思われます。

後期高齢者医療の保険料は年々高くなっているのか

後期高齢者医療の保険料額は２年ごとに見直しが行わ
れますが、平成24年度以降据え置きの状態になってお
ります。県の後期高齢者医療広域連合で算定していま
すので県内すべて同一の保険料体系になっておりま
す。

▲かすみがうら市水道事務所

▲土田地区農業集落排水処理施設


